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　津軽の祝言料理を再現したい、というのは津軽あか
つきの会の会長、工藤良子さんの長い間の願いでした。
「私は小さい頃から村の祝言を見てきました。嫁っこ
を見に行ったり、雌蝶役もやりましたよ。若いときか
ら料理の手伝いにも行ったものです。村で冠婚葬祭が
あればね」。良子さんが懐かしそうに微笑みます。「『祝
言』というのは、家族みんなで盛り上げて、親戚もみ
んな集まってやったという温かみがあったんです。で
も、もうあかつきの会の会員でも本物の祝言を知って
いる人は数えるほどしかいません。それで、なんとか
あの頃の祝言を残していきたいなって思ったの。こう
いう時代もあったんだというのを、知っている人がい
るうちに記録に残したい、伝えていきたいなとずっと
思ってきました」
　1940年（昭和15年）に生まれた良子さん自身は、1951
年（昭和36年）に弘前市内の翠明荘で結婚式を挙げた
そうです。ちょうどさまざまな生活様式が移り変わる
時期で、料亭やホテルで両家そろっての結婚式が始
まった頃でした。それでも昭和30年代頃は、まだ嫁の
実家と婿の家のそれぞれで行う祝言が盛んに行われて
いたといいます。
  「あの頃の祝言の料理は、普段は食べられないものを
特別に食べるっていうのか･･･。昔は料理に油や砂糖
を使うことはめったにありませんでした。だからこそ
特別な日の茶碗蒸し、いなりずし、煮豆など、とにか
く甘く味付けたんですよ」
　そんな良子さんの夢を会員たちもずっと実現させた
いと願ってきました。そこへ、ちょうど会員のひとり、
永井温子さんが夫の髙橋厚史さんと一緒に花嫁花婿役
を引き受けてくれるということになり、トントン拍子
で今回の企画が進みました。
　事業当日、良子さんは祝言料理づくりを采配し、目
を細めて祝言の一部始終を見守り続けていました。「親
戚、友人、みんなが集まって、祝言の時間がゆったり
過ぎていくのが何よりよかったですね。今日ここで経
験してくれた誰かが、また次につなげてくれたらいい
なと思っています」

伝えたい『祝言』の“温かみ”
津軽あかつきの会　会長工藤良子さん

幻
の
昭
和
の
「
祝
言
」
を
再
現
し

津
軽
の
祝
言
料
理
を
伝
え
た
い
。

み
ん
な
の
夢
を

み
ん
な
の
手
で
叶
え
た
い
。

昔
の
味
を
、
昔
の
つ
く
り
方
で
。

～津軽あかつきの会と祝言事業開催まで～

　

1
9
9
5
年
、大
鰐
弘
前
IC
入
口
近
く
に
道
の
駅

ひ
ろ
さ
き「
サ
ン
フ
ェ
ス
タ
い
し
か
わ
」が
完
成
し
ま

す
。
2
0
0
1
年
、そ
の
加
工
部
門
で
働
い
て
い
た

農
家
の
女
性
た
ち
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
の
が
「
津

軽
あ
か
つ
き
の
会
」で
し
た
。会
員
た
ち
は
ま
ず
地
域

の
高
齢
者
か
ら
地
元
に
昔
か
ら
伝
わ
る
料
理
や
食
材

保
存
の
知
恵
を
聞
き
取
り
、レ
シ
ピ
に
ま
と
め
、実
際

に
作
る
だ
け
で
な
く
、
予
約
制
の
食
事
会
を
開
い
て

広
く
提
供
す
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
評
判
は
口
コ

ミ
で
広
が
り
、
フ
ァ
ン
や
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
、
い

ま
や
予
約
客
は
全
国
や
世
界
か
ら
や
っ
て
き
ま
す
。

　

2
0
2
1
年
7
月
、
柴
田
書
店
か
ら
レ
シ
ピ
集

「
津
軽
伝
承
料
理
」
が
発
行
さ
れ
る
と
料
理
本
と
し

て
は
異
例
の
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
。「
発
酵
」「
う
ま
み
」

「
菜
食
中
心
」
と
い
う
特
色
に
光
を
あ
て
、
冬
が
厳

し
い
土
地
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
津
軽
料
理
の
魅
力

を
深
掘
り
す
る
一
冊
で
し
た
。
生
き
る
こ
と
は
食
べ

る
こ
と
。
郷
土
料
理
と
は
そ
の
土
地
を
愛
し
、
そ
の

土
地
で
生
き
て
い
く
こ
と
そ
の
も
の
の
形
な
の
だ
と

示
し
て
く
れ
た
こ
の
レ
シ
ピ
本
の
成
功
に
続
き
、
い

よ
い
よ
「
祝
言
料
理
再
現
を
通
じ
た
津
軽
の
文
化
継

承
事
業
」
が
始
動
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
昭
和
30
年
代
の
津
軽
の
祝
言
料
理
の
再
現

と
と
も
に
、
花
嫁
行
列
な
ど
儀
式
の
一
部
も
再
現
す

る
大
が
か
り
な
企
画
で
し
た
。
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
化

や
一
般
の
人
も
結
婚
式
と
し
て
利
用
で
き
る
体
制
づ

く
り
の
構
築
な
ど
を
視
野
に
入
れ
、
2
0
2
2
年
度

の
弘
前
市
市
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
1
％
シ
ス
テ
ム

の
助
成
事
業
と
し
て
認
可
を
受
け
、
祝
言
の
様
子
は

新
聞
や
テ
レ
ビ
や
S
N
S
な
ど
で
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
、
全
国
的
に
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

　

い
ま
、
少
子
高
齢
化
や
婚
姻
率
の
低
下
に
加
え
、

3
年
続
い
た
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
結
婚
し
て
も
式
や

披
露
宴
を
し
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
甦
っ
た
昭
和
の
祝
言
と
祝
言
料
理
は
、
古
く

て
新
し
い
結
婚
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
へ
の
ヒ

ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

津軽あかつきの会
  青森県弘前市で津軽地方内陸
部の郷土料理と食文化を伝える
「伝承料理活動」をしている市
民団体。2001年発足し、2023年
現在、30代から80代までの幅広
い年齢層の会員約30名からな
る。予約制の食事会や、地域の
催しへの料理提供、各種マスメ
ディアの出演などを通じて、津
軽の郷土料理を伝える活動を続
けている。

所在地：青森県弘前市
　　　　石川字家岸 44 の 13
電　話：090-7665-8468



　

い
わ
ゆ
る「
祝
言
」と
呼
ば
れ
る
日
本
の
古
い
婚
礼
が
い
つ
か

ら
始
ま
っ
た
の
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
か
の
ぼ
れ
ば
江

戸
時
代
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
1
9
0
0

年（
明
治
33
年
）に
日
本
で
初
め
て
神
前
結
婚
式
が
行
わ
れ
る
ま

で
、
こ
の
国
の
夫
婦
は
、
特
定
の
宗
教
に
は
と
ら
わ
れ
な
い
伝

統
的
な
婚
礼
「
祝
言
」
に
よ
っ
て
、
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

津
軽
で
の
祝
言
は
「
嫁
取
り
」「
婿
取
り
」
と
も
呼
ば
れ
、

そ
の
記
録
は
古
く
は
江
戸
時
代
、
そ
し
て
民
俗
学
が
盛
ん
に

な
っ
た
大
正
や
昭
和
の
も
の
が
各
地
の
市
町
村
史
等
で
確
認
で

き
ま
す
。

　

嫁（
婿
）の
実
家
で
は
親
戚
や
村
の
有
力
者
を
呼
ん
で
フ
ル
マ

イ
と
い
う
宴
会
を
し
、
別
れ
の
盃
を
交
わ
し
て
子
を
送
り
出
し
、

迎
え
る
婿
（
嫁
）
側
の
家
で
も
同
じ
く
フ
ル
マ
イ
、
さ
ら
に
ア

ド
フ
キ
と
い
う
手
伝
い
人
た
ち
の
宴
会
が
済
む
ま
で
、
祝
言
は

3
日
3
晩
も
続
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
ふ
つ
う
祝
言
は
夜
に
行

わ
れ
、
花
嫁
行
列
は
6
人
前
後
。
実
家
か
ら
村
ま
で
歩
く
こ
と

に
は
お
披
露
目
の
意
味
も
あ
り
ま
し
た
。
祝
言
の
座
敷
は
戸
を

開
け
、
外
か
ら
様
子
が
覗
け
る
よ
う
に
し
た
の
も
同
じ
で
す
。

　

サ
イ
リ
ョ
（
宰
領
）、
ゲ
ン
ザ
（
見
参
）、
タ
ル
シ
ョ
イ
（
樽

背
負
い
）、
ア
ド
バ
サ
マ
や
添
え
嫁
、
添
え
婿
な
ど
、
祝
言
の

準
備
や
仕
切
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
目
を
親
戚
や
地
域
の
人
、
友

人
た
ち
が
担
い
ま
し
た
。
ハ
レ
の
席
で
は
最
も
豪
華
な
祝
言
料

理
が
出
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
親
戚
や
近
隣
の
女
た
ち
が
大
勢
手

伝
い
に
集
ま
り
ま
し
た
。
年
長
者
が
若
者
に
手
ほ
ど
き
し
な
が

ら
つ
く
る
祝
い
膳
に
は
、
土
地
の
産
物
や
風
習
が
色
濃
く
滲
み
、

新
し
い
夫
婦
へ
の
寿
ぎ
の
心
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
一
生
に
一
度
主
役
に
な
る
「
祝
言
」。
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
年
齢
や
立
場
に
応
じ
た
役
割
が
あ
り
、
自
分
の
役

目
を
果
た
し
な
が
ら
新
し
い
嫁
や
婿
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
で

歓
迎
し
、
家
や
地
域
の
結
び
つ
き
を
深
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
儀

式
や
料
理
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
く
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
役

割
の
な
い
村
人
た
ち
も
観
客
と
な
っ
て
祝
言
を
見
守
り
ま
す
。

こ
う
し
て
多
く
の
人
の
協
力
が
あ
っ
て
初
め
て
、
祝
言
は
成
立

し
た
の
で
す
。

　

昭
和
の
第
二
次
世
界
大
戦
前
ま
で
は
生
き
る
た
め
に
ほ
と
ん

ど
の
人
が
結
婚
し
た
時
代
で
し
た
。
戦
後
す
ぐ
に
結
婚
ブ
ー
ム

が
起
こ
り
「
団
塊
の
世
代
」
が
生
ま
れ
、
そ
の
世
代
の
結
婚
出

産
が
1
9
7
0
年
代
前
後
（
昭
和
30
後
半
〜
40
年
代
）
に
集
中

し
て
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
ま
す
。
日
本
の
高
度
経

済
成
長
は
進
み
、
徐
々
に
病
院
で
の
出
産
や
、
料
亭
や
ホ
テ
ル

で
の
結
婚
式
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
家
か
ら
家
へ
で
は
な
く
、

両
家
が
一
度
に
出
席
す
る
祝
言
（
俗
に
合
同
結
婚
式
）
も
増
え

ま
し
た
。

　

津
軽
で
は
昭
和
30
年
代
を
ピ
ー
ク
に
、
昭
和
50
年
代
ま
で
は

自
宅
で
伝
統
的
な
祝
言
を
す
る
地
域
が
残
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
し
か
し
平
成
に
入
る
と
完
全
に
ホ
テ
ル
ブ
ラ
イ
ダ
ル
が
主

流
と
な
り
、
結
婚
の
段
取
も
料
理
も
す
べ
て
が
プ
ロ
の
手
に
委

ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
食
生
活

の
変
化
か
ら
、
結
婚
式
に
津
軽
の
昔
な
が
ら
の
祝
言
料
理
が
出

さ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
祝
言
料
理
は
祝
言
と
と
も
に
静
か

に
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
津
軽
の
祝
言
の
役
割
や
料
理
を
つ
く
る
過
程
か
ら

再
現
し
た
今
回
の
祝
言
は
、
参
列
者
も
裏
方
も
そ
れ
ぞ
れ
の
役

目
を
演
じ
な
が
ら
「
祝
言
と
は
何
か
」
を
同
時
体
験
で
き
る
貴

重
な
場
と
な
り
ま
し
た
。
祝
言
は
参
列
し
た
人
達
す
べ
て
が
結

婚
の
証
人
と
な
る
、
日
本
古
来
か
ら
の
人
前
結
婚
式
な
の
で
す
。

祝
言
と
は

し
ゅ
う
げ
ん

45
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日本海と陸奥湾、白神山地と奥羽山脈に囲まれて
海の幸、山の幸の集まる津軽平野は食の宝庫
「甘さ」と「彩り」で華やかに祝うお膳です

　
「
お
膳
コ
」
と
呼
ば
れ
る
津
軽
の
お

膳
料
理
は
、
祝
言
の
時
が
も
っ
と
も
華

や
か
で
し
た
。
津
軽
と
い
っ
て
も
地
区

や
時
代
に
よ
っ
て
内
容
は
少
し
ず
つ
違

い
ま
す
が
、
今
回
は
あ
か
つ
き
の
会
の

会
員
の
記
憶
を
も
と
に
、
昭
和
30
年
代

の
津
軽
の
祝
言
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
お
膳

を
再
現
し
て
い
ま
す
。

　

左
に
本
膳
、
右
に
二
の
膳
が
並
び
ま

す
。
本
膳
の
煮
豆
や
酢
だ
こ
、
嫁
な
ま

す
や
茶
碗
蒸
し
な
ど
は
津
軽
の
正
月
料

理
な
ど
で
も
定
番
の
縁
起
の
よ
い
お
祝

い
料
理
で
す
。
二
の
膳
に
は
口
取
り
肴
、

口
取
り
菓
子
が
並
び
、
祝
言
の
め
で
た

さ
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

お
膳
は
ハ
レ
の
日
に
よ
く
使
わ
れ
た

津
軽
塗
で
す
。
津
軽
塗
と
は
こ
の
地
方

の
漆
塗
で
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
「
研

ぎ
出
し
変
わ
り
塗
」
と
呼
ば
れ
る
技
法

で
つ
く
る
、
非
常
に
手
間
の
か
か
る
伝

統
工
芸
品
で
す
。
こ
の
大
切
な
お
膳
の

上
に
並
べ
ら
れ
る
料
理
に
は
、
海
と
山

と
田
畑
に
恵
ま
れ
た
青
森
県
な
ら
で
は

の
食
材
が
た
っ
ぷ
り
使
わ
れ
ま
す
。
そ

の
ひ
と
皿
ず
つ
に
、
作
り
手
の
惜
し
み

な
い
手
間
と
、
寿
ぎ
の
心
と
が
込
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
津
軽
の
寿
ぎ
の
心
を
込
め
た
料

理
の
特
色
は
「
甘
さ
」
と
「
彩
り
」。
本

膳
の
茶
碗
蒸
し
や
煮
豆
、
二
の
膳
で
は

焼
鯛
以
外
は
甘
い
味
付
け
に
な
っ
て
い

ま
す
。
か
つ
て
こ
の
地
方
で
は
甘
い
も

の
、
特
に
砂
糖
は
め
っ
た
に
庶
民
の
口

に
入
ら
な
い
も
の
で
し
た
。
貴
重
な
砂

糖
を
使
っ
た
料
理
は
そ
れ
だ
け
で
お
め

で
た
い
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、

酢
だ
こ
や
紅
し
ょ
う
が
な
ど
、
鮮
や
か

に
着
色
さ
れ
た
食
材
が
目
を
引
き
ま

す
。
特
に
赤
は
魔
除
け
の
祝
儀
の
色
。

そ
こ
に
青
菜
や
野
菜
、
菊
花
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
、
見
た
目
も
華
や
か
に
盛
り

付
け
ま
す
。

　

今
回
、
魚
介
類
は
弘
前
の
駅
前
市
場

「
虹
の
マ
ー
ト
」
で
仕
入
れ
ま
し
た
。

昭
和
31
年
創
業
、
今
も
弘
前
市
民
の
台

所
で
、
昔
な
が
ら
の
津
軽
の
食
材
が
豊

富
に
手
に
入
り
ま
す
。

　

な
お
各
料
理
の
説
明
の
文
末
に
ペ
ー

ジ
番
号
の
つ
い
て
い
る
も
の
は
、「
津

軽
伝
承
料
理　
発
酵
、
う
ま
み
、
プ
ラ
ン
ト

ベ
ー
ス
を
駆
使
し
た
食
の
知
恵
」（
津
軽
あ
か

つ
き
の
会
著
、
柴
田
書
店
、
２
０
２
１

年
発
行
）
の
ペ
ー
ジ
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
詳
し
い
レ
シ
ピ
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、知
り
た
い
方
は
ぜ
ひ
こ

ち
ら
の
本
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本膳 二の膳
津軽のお祝い膳

焼鯛
ハレの膳には尾頭付きの焼き魚
がつきもの。特に鯛は恵比寿様
とも縁が深く、紅白の身体も縁
起がよい魚です。マダイは青森
県でもよく獲れます。

雲平
全国的に雲平とは寒梅粉を使った和菓子ですが、
津軽の雲平は餅米を煎って製粉した雲平粉（上
早粉）に砂糖を入れてつくり、柔らかく餅のよ
うな食感が特徴です。津軽のハレの行事につき
ものの祝菓子で、渦巻き模様が縁起がよいとさ
れます。今回は黒ごまを入れて、二色で仕上げ
ました。黒白は古来神事に使われる色で、縁起
が悪いわけではありませんでした。縄文土器に
もみられる渦巻き模様は生命エネルギーを表す
ともいわれ、縁起がよいとされてきました。

嫁なます・いくらのせ
にんじんと大根を酢で和えた紅白なま
すにいくらを乗せたもの。紅白が嫁入
り装束を連想させることから「嫁なま
す」と呼んだとも。いくらは子孫繁栄
と家庭円満の縁起物です。（p���）

煮豆
金時豆は甘みが強く煮豆に
適した品種。それを弱火で
煮て、砂糖と少量の塩で甘
く味付けしたものです。津
軽弁では健康で働き者のこ
とを「まめしい」と言い、豆は
それにかけた縁起物です。
（p���）

汁物：鯛入りすまし汁
祝い膳には味噌汁よりすまし汁が添えら
れます。お刺身に使用したヒラメのアラ
で出汁をとり、塩と醤油で味付け、鯛の
切り身と生麩、三つ葉を入れます。

なんば漬け・数の子
「なんば」とはトウガラシのことです。津軽在来種の「清水森ナ
ンバ」を米麹と醤油を一升ずつ使って漬け込んだ「一升漬け」と
いう発酵調味料を使い、今回はキュウリと食用菊を和え、塩漬け
数の子をのせました。数の子は子孫繁栄を願う縁起物です。（Ｐ��）

茶碗蒸し
津軽の茶碗蒸しは甘く、栗の甘露煮が
入るのが大きな特徴です。具は鶏肉、
シラタキやネマガリタケ、しいたけ、ナ
ルトやセリなど具だくさん。豪華で手
間のかかる津軽の茶碗蒸しはお正月や
特別なごちそうの日の主役です。
（Ｐ���）

ごはん
津軽平野は米どころ、お祝い膳にはつ
やつやの白米。今回は ���� 年に青森県
米で初めて特Ａを獲得した「青天の霹
靂」という品種を炊き上げました。

きゅうりとさらし鯨の
からし酢みそ
鯨の尾ビレを薄く切り塩蔵し、熱湯で
ゆでて冷水にさらした「さらし鯨」を
きゅうりと辛子酢味噌で和えたもの。
さらし鯨はプリプリした食感で、鯨は恵
比寿様の乗り物といわれる縁起物です。

太巻き寿し・いなりずし
太巻きもいなりも、津軽の酢飯は米と
餅米を一緒に炊いた米に、砂糖で味付
けしたもので、ほぼスイーツの甘さ。
太巻き寿司は具材に卵焼き、しいたけ、
きゅうり、紅ショウガを彩りよく揃え
て巻きます。いなり寿司は酢飯に刻ん
だ紅ショウガを混ぜてピンク色にし、
甘く煮た油揚げに詰めます。どちらも
祝言やお正月、運動会や花見など津軽
のハレの場には欠かせないお寿司です。

とうふかまぼこ
見た目は雲平に似ていますが、豆腐と砂
糖を使ったほんのり甘くて柔らかいかま
ぼこです。これも津軽の祝言には欠かせ
ない一品で、今回は青森市の老舗かまぼ
こ店「カネセ高橋」さんのとうふかまぼ
こを使いました。かまぼこは日の出を表
す縁起物ともいわれ、昔の津軽では「い
つ結婚するの？」というかわりに「いつ
かまぼこ食べさせてくれるの？」という
言い方もあったそうです。

酢だこ・菊・ほうれん草
たこは日本では「善い物に吸い付く」縁
起物です。特に津軽では着色された鮮
やかな赤色の酢だこが欠かせません。
菊の花は青森では食用で、干し菊とし
て保存します。美しい黄色で、長寿の
縁起物でもありました。ほうれん草の
緑色は長寿や不変を象徴し、この鮮や
かな三色が祝い膳を引き立てます。

あおば刺身
「あおば」はヒラメの津軽
での呼称です。津軽の西海
岸や陸奥湾で獲れるヒラメ
は客用のごちそうであり、
鮮度が下がりにくいため、
冷蔵設備が不十分だった昭
和��年代の祝言でもよく出
されていました。 口取り肴・口取り菓子
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ドキュメント

7:00　弘前市石川地区にある
一軒家。玄関にかかる「津軽
あかつきの会」の青いのれん
をくぐり会員たちが次々に集
まってきた。ここは「津軽の
手料理を残していきたい」と
いう会長の工藤良子さんが自
宅を改装して生まれたあかつ
きの会の本拠地だ。

あかつきの会ではおなじみの冷蔵庫に貼られる大き
なレシピ。カレンダーの裏を利用した手書きレシピ
だ。みんなこの指示に従い、手分けして作業する。

リズミカルな包丁の音、湯気のあがる鍋、調理器具のふれあう音と津軽のことばが行き
交う大きな台所は弾むような空気。「晴れでいがったの」「んだっきゃ」エプロン姿の会
員たちが次々に手際よく作業をしていく。

昭和の祝言に欠かせないメチョウ役の女の子たち。振り袖を着て出番を待つ。70 人
近くが集まり、華やかな活気が家全体に満ちる。「祝言ってせば昔もこうであったよ。
朝からあちこち賑やかで。なつかしいの」と工藤会長が目を細めて見守っていた。

９:00　「虹のマート」に頼ん
だ刺身を取りに行くチーム、会
長宅から料理を運び出すチー
ムが次々と出発。料理と食器
は車3台で大切に旧石戸谷家
住宅に運ばれた。受付や設営
等の若いボランティアたちも
到着、半纏姿も小粋である。
会員たちは白い割烹着姿で厨
（くりや）に立ち、津軽塗のお膳
への盛り付けを手際よく流れ
作業で始めた。できたお膳が
次々と座敷に運ばれていく。

10:20　花婿や仲人、両親が到着して招待客
の受付が開始する。間もなく「嫁っこ出来たよ」
と奥の襖が開き、花嫁がしずしずと現れた。座
敷に歓声があがった。「わいは」「きれいだのぉ」

10:30　座敷に置かれた屏風の前に座り、記
念撮影する花婿と花嫁。報道陣だけでなくあか
つきの会員たちもスマホを出してパシャリ。

7:30　弘前市南瓦ケ町のき
ものセンターでは両家の両親
が、弘前市土手町のカナモリ
では花婿や仲人たちの着付け
が始まっていた。「まさか自
分たちまで着物を着るとは思
いませんでしたよ」岩手と福
島から駆けつけた両家の両親
は照れ笑い。

8:00　祝言会場となる旧石
戸谷家住宅の奥の小部屋では
花嫁の着付けが始まる。着付
け担当は花嫁着付けの弘前の
老舗、小野美容院さん。花嫁
の最後の仕上げの紅つけは花
嫁の母の大切なお仕事。

10:50　庭で両家と仲人を
中心に記念写真をパチリ。
新聞やテレビなど報道関係
者もたくさん集まってきた。

11:30　旧石戸谷家住宅には玄関が
二つある。今回は小さい方の玄関を
嫁の実家に見立て、「タチハッコ」（タ
チハ）が行われた。花嫁が両親と別
れの盃を交わす儀式である。花嫁が
挨拶をすると、感無量の表情で花嫁
の父が「元気で」と声をかける。

そこからいよいよ花嫁行列をつくる。先頭
はゲンザ（見参）、続いてタルショイ、仲人
夫妻、花嫁、アドバサマの６人が行列となり、
ぐるりと庭をまわり、婿の家に見立てた大
きい玄関に向かう。

午前
祝言準備

こちらから「昭和
の祝言と津軽伝承
料理」の動画を視
聴できます

旧石戸谷家住宅
について詳しく
はこちら

動画
QR

祝
言
再
現
事
業
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

津
軽
あ
か
つ
き
の
会
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
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【
ハ
ナ
ム
ゴ
（
花
婿
）】
明
治
や
大
正
の
頃
は
男

は
二
十
三
〜
二
十
四
歳
頃
が
適
齢
期
と
い
わ
れ
、

こ
の
頃
に
嫁
取
り
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

嫁
の
家
に
入
る
場
合
は「
婿
取
り
」と
言
わ
れ
た
。

【
ヨ
メ
ッ
コ
（
花
嫁
）】
明
治
や
大
正
の
頃
は
津

軽
で
は
十
六
歳
か
ら
十
八
歳
で
嫁
に
行
く
こ
と

が
多
か
っ
た
。
婿
と
は
六
歳
差
ぐ
ら
い
が
よ
い

と
さ
れ
た
。
親
や
仲
人
の
「
嫁
見
」
で
嫁
を
選

ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
昭
和
初
期
頃
か
ら
写

真
に
よ
る
見
合
い
結
婚
が
多
く
な
っ
た
。
戦
後

に
は
年
齢
に
関
わ
り
な
く
自
由
に
な
り
、
昭
和

30
年
代
頃
か
ら
は
見
合
い
結
婚
で
は
な
く
、
当

人
同
士
の
ス
ギ
ズ
レ
ッ
コ
（
自
由
結
婚
）
も
増

え
て
い
っ
た
。

【
ナ
カ
ド
ギ（
仲
人
）】「
ナ
カ
ウ
ド
」「
キ
ュ
ジ

ニ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
仲
人
に
は
チ
ミ
チ
（
親

戚
）
の
主
だ
っ
た
人
、
嫁
の
世
話
を
し
た
人
、

校
長
先
生
や
親
方
な
ど
が
夫
婦
で
務
め
た
。
縁

談
の
交
渉
か
ら
、
キ
メ
酒
（
婚
約
）、
結
納
、
祝

言
ま
で
世
話
を
し
た
。

【
タ
ル
シ
ョ
イ（
樽
背
負
い
）】酒
樽
を
シ
ョ
ウ（
背

負
う
）
役
目
。
嫁
樽
に
酒
を
入
れ
て
ス
ル
メ
を

付
け
、
嫁
入
り
行
列
の
先
導
役
を
し
た
。
婿
の

村
や
部
落
に
入
る
と
「
嫁
っ
こ
行
く
じ
ゃ
ー
」

と
叫
び
な
が
ら
進
む
こ
と
も
あ
り
、
村
の
人
た

ち
が
嫁
見
に
集
ま
っ
て
き
た
と
い
う
。
唄
を
歌

わ
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
声
の
い
い
も
の
が
選

ば
れ
た
と
い
う
。今
回
は
見
参
の
後
に
つ
い
た
。

【
サ
イ
リ
ョ（
宰
領
）】「
サ
イ
ロ
」
と
も
呼
ば
れ
、

嫁
側
は
嫁
の
叔
父
な
ど
が
務
め
紋
付
き
袴
の
正

装
で
行
っ
た
。ニ
ジ
ャ（
荷
者
）と
も
呼
ば
れ
、タ

ル
シ
ョ
イ
、ウ
マ
カ
タ（
馬
方
）ら
と
一
緒
に
、嫁

入
り
行
列
よ
り
先
に
午
前
中
に
嫁
入
り
道
具
を

運
ん
だ
。
運
び
終
わ
る
と
嫁
入
り
行
列
と
行
き

会
う
よ
う
に
帰
り
、
嫁
に
タ
ン
ス
の
鍵
を
渡
し

た
と
い
う
。
ま
た
フ
ル
マ
イ
を
取
り
仕
切
る
亭

主
役（
采
配
振
り
）の
こ
と
も
サ
イ
リ
ョ
と
言
う
地

方
も
あ
り
、
親
戚
の
本
家
の
者
や
地
域
の
礼
式

に
詳
し
い
者
が
行
っ
た
と
い
う
。
今
回
は
後
者

で
、嫁
入
り
行
列
を
家
に
迎
え
る
役
目
を
し
た
。

【
ゲ
ン
ザ
（
見
参
）】
嫁
の
兄
弟
や
親
戚
で
、
婿

の
家
で
の
祝
言
を
見
届
け
る
役
目
の
人
。
途
中

か
ら
祝
言
に
参
加
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
今
回
は
嫁
入
り
行
列
の
先
頭
と
し
て
、
嫁

の
到
着
を
婚
家
に
告
げ
た
。「
近
迎
え
」
と
い
っ

て
婿
の
友
人
が
婿
の
家
か
ら
花
嫁
行
列
を
迎
え

に
行
き
先
導
し
て
く
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

【
ア
ド
バ
サ
マ
】
ア
ド
バ
バ
、
オ
ク
リ
バ
サ
マ
、

カ
タ
リ
バ
サ
マ
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
嫁
の
付
添

役
。
ソ
エ
嫁
と
も
。
嫁
の
叔
母
や
姉
、
従
姉
妹

な
ど
の
一
人
が
婿
の
家
ま
で
つ
い
て
行
き
、
親

代
わ
り
に
世
話
を
し
た
。
婿
の
家
の
祝
言
の
座

敷
や
控
え
室
で
嫁
の
世
話
を
し
、
数
日
間
と
も

に
過
ご
し
て
嫁
が
無
事
に
収
ま
る
の
を
見
届
け

て
か
ら
嫁
の
実
家
に
報
告
し
た
。
今
回
は
花
嫁

の
実
姉
が
務
め
た
。

【
メ
チ
ョ
ウ
（
雌
蝶
）】
祝
言
の
盃
に
お
酌
を
す

る
役
目
の
女
の
子
で
あ
る
。
二
人
で
務
め
る
。

雄
蝶
と
い
う
男
の
子
と
二
人
の
時
も
あ
る
。
女

の
子
は
晴
れ
着（
振
り
袖
）を
着
て
お
酌
を
す
る
。

今
回
は
会
員
の
娘
さ
ん
た
ち
二
人
が
務
め
た
。

【
タ
チ
ハ
】
タ
チ
ハ
ッ
コ
と
も
言
う
。
嫁
が
実
家

を
発
つ
と
き
、
嫁
の
両
親
、
仲
人
夫
妻
、
嫁
、

添
え
嫁
（
ア
ド
バ
サ
マ
）
な
ど
が
別
れ
の
盃
を

交
わ
し
た
。
嫁
は
実
家
の
神
棚
・
仏
壇
と
両
親

に
挨
拶
を
し
て
か
ら
玄
関
を
出
る
。
そ
の
時
、

仲
人
が
タ
チ
ハ
と
称
し
て
玄
関
で
茶
碗
酒
を
三

杯
飲
み
、
そ
の
茶
碗
を
落
と
し
て
割
っ
た
と
い

う
。
カ
ド
酒
と
も
言
っ
た
。
嫁
が
両
親
と
仲
人

と
が
別
れ
の
盃
を
交
わ
す
こ
と
を
タ
チ
ハ
と

い
っ
た
と
の
説
も
あ
る
。
今
回
は
後
者
。

　

参
考
：『
青
森
県
史　

民
俗
編　

資
料　

津
軽
』（
青
森

県
史
編
さ
ん
民
俗
部
会　

2
0
1
4
年
）

 「
津
軽
の
街
と
風
景
69　

長
谷
川
方
子
」（
陸
奥
新
報

2
0
1
7
年
5
月
15
日
記
事
）
ほ
か
。

津
軽
の
祝
言
・

役
割
と
こ
と
ば
解
説

祝
言
を
未
来
に

12:00　仲人や両家の人々、友人たち
が席に着き、座敷の上座で待ち受ける花
婿の隣に花嫁がゆっくりと着座した。祝
言が始まる前に、副会長の森山千惠子さ
んからお膳の料理について説明が。 

料理を担当する裏方はテヅダイット（手伝
い人）と呼ばれた。今回は白い割烹着姿の
あかつきの会の人たちがその役目。みんな
隣の部屋から祝言の一部始終を見守る。

祝宴が始まって一段落すると、テヅダイットもボ
ランティアも、みんな厨（くりや）のまわりで「まが
ない」（賄い飯）を食べる。おにぎりが配られ、祝言
料理のあまりの食材を使ったおいなりさんや、お
かずなどの皿をみんなで囲んでわいわい食べる。

13:30　サイリョの成田元春さ
んが中締めの挨拶をして、祝言の
再現事業は終了。二次会では花婿
の大学時代の恩師で仲人の澤田
真一さんが挨拶。妻のハンナさん
はこの後の宴会で「You are my 
sunshine」を明るく歌ってくれた。

和装での祝言の再現行事がひととおり終わると、花嫁花婿はお色直し
タイム。華やかで可憐な白いウエディングドレスとタキシード姿の洋
装となった。これはあかつきの会から二人へのプレゼントだ。そんな
新郎新婦二人と工藤会長を囲んでの取材タイムが始まった。

かわいい振り袖姿のメチョウたち、二人の女の子が花嫁と花婿にお酌をする。それから参列
の人たちに順番にお酌していく。花婿の家族には花嫁が挨拶をしながらお酌をしていく。

全てが終わると無礼講、両家の人達や友人た
ちの挨拶や余興の歌などを次々と披露、大盛
りあがりの二次会となった。ゲンザの千葉鉄
男さんによる「津軽山唄」が会場に染み渡る。

屏風の後ろの上座には、花嫁行
列のタルショイが担いできた酒
樽が置かれている。

完成して報道陣に公開された祝言のお膳。本誌 6～ 7 ページに詳
しいお料理の説明があります。

花嫁が座敷に入るのを今か今かと見守るスタッ
フ。サイリョとゲンザが工藤会長のアドバイス
でスタンバイ。

祝言につきものの日本酒。
今回はカネタ玉田酒造店
（弘前市）の純米吟醸「斬
（ざん）」 を熱燗で。

花嫁行列もサイリョとゲンザの
玄関でのやりとりも、実際に見
て知っている人は今ではごくわ
ずか。儀式の再現では工藤会長
自らが指示する場面も。

16:00　すべてのイベントが終了、口取りを
包み、帰るお客様に持たせして、お膳と座布
団を片付けていく。あっという間に旧石戸谷
住宅は静かになった。

12:00　玄関では婿側のサイ
リョが嫁行列を待っている。
「嫁っこきた」とタルショイが
家の中に声をかけると、「おう」
とサイリョが応じて樽を受け取
り、「ささ、どうぞどうぞ」と
花嫁一行を奥の座敷へと誘う。

12:00
祝言開始

　
花
嫁
役
で
福
島
県
出
身
の
永
井
温
子
さ
ん
は

「
津
軽
あ
か
つ
き
の
会
」
の
若
い
メ
ン
バ
ー
の
一

人
。
工
藤
良
子
会
長
の
長
年
の
夢
を
知
り
、
祝

言
料
理
の
再
現
を
叶
え
た
い
と
花
嫁
役
を
申
し

出
た
と
い
う
。
花
婿
は
弘
前
大
学
時
代
に
知
り

合
っ
た
夫
で
岩
手
県
出
身
の
髙
橋
厚
史
さ
ん
。

今
回
は
弘
前
を
心
の
拠
り
所
と
す
る
二
人
に

と
っ
て
大
切
な
結
婚
式
と
も
な
っ
た
。

　
永
井
さ
ん
は「
最
初
は『
嫁
を
つ
く
る
』と
い
う

言
葉
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
実

際
に
花
嫁
役
を
し
て
み
て
、
多
く
の
方
々
の
手

で
自
分
が
今
日『
花
嫁
』に
し
て
も
ら
っ
た
の
だ
、

と
深
く
実
感
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
度
は
い
つ
か
自
分
が『
花
嫁
を
つ
く

る
』
側
に
な
り
た
い
」と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

　
江
戸
時
代
に
豪
農
の
家
と
し
て
栄
え
た
旧
石

戸
谷
家
住
宅
で
、
こ
の
地
の
農
業
を
担
い
ゆ
く

若
い
二
人
の
た
め
、
先
輩
会
員
が
心
か
ら
の
祝

福
を
込
め
て
再
現
さ
せ
た
祝
言
料
理
。
そ
れ
は

二
人
を
津
軽
の
土
地
に
迎
え
入
れ
、
門
出
を
祝

う
喜
び
の
儀
式
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

　
長
い
間
津
軽
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
祝
言
料

理
が
工
藤
会
長
と
あ
か
つ
き
の
会
の
先
輩
会
員

た
ち
の
手
で
今
日
蘇
り
、
永
井
さ
ん
や
若
い
人

た
ち
へ
と
手
渡
さ
れ
た
。
い
つ
か
も
し
永
井
さ

ん
が
誰
か
の
た
め
の
津
軽
の
祝
言
料
理
を
つ
く

る
日
が
来
た
ら
、
そ
れ
が
こ
の
事
業
の
最
高
の

実
り
の
日
に
な
る
だ
ろ
う
。

あ
か
つ
き
の
会
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

祝
言
再
現
事
業
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

津
軽
あ
か
つ
き
の
会
ド
キ
ュ
メ
ン
ト



祝言料理再現を通じた津軽の文化継承事業
（弘前市市民参加型まちづくり１％システム助成事業）
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・
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